
 

 

1 月 1 日より「出生サポート休暇」新設！ 「子育て支援休暇」拡大！  

 

 

 

 

出生サポート休暇（不妊治療）の新設 
対象;一般職の職員(斉一型週３日以上勤務､不斉一型

年 121日以上勤務の会計年度任用職員を含む) 

期間;年５日（体外受精・顕微授精関係は 10日） 

   正規；暦年で 会計年度；年度で 

単位;１日、半日又は１時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援休暇の対象拡大 

対象;自然学校と修学旅行説明会を対象に加える。 

会計年度職員の子育て等に係る特別休暇の有給化 
対象;配偶者の出産補助休暇 

   男性の育児参加のための休暇 

   産前休暇 産後休暇 

 
 

 

２０２２年 １月１３日 

Ｎｏ．８４９ 

特別休暇（下記休暇）は「勤勉手当の期間率」に影響はありません 
～詳しくは兵庫教組「教職員ハンドブック」を参照してください～ 

昨年 11 月の賃金権利確定交渉で回答があった「不妊治療のための特別休暇」(出生サポート休暇)の新設や会計

年度任用職員（非常勤）の産前産後休暇等の有給化、子育て支援休暇の拡充が 2022 年１月１日から施行されまし

た。その内容と合わせて、他の特別休暇や勤勉手当の期間率等との関係についてまとめてみました。（裏面参照） 



 
これらの内容は「兵高教組 調査情報 25号」から許可を得て転載しています。 

 


